
リフォームダクト         
 自在エルボ（ＪＦＥ）取扱説明書 
  １．梱包明細 
    ①自在エルボ本体（フタ、ベース）：１セット 
    ②ジョイントカバー（フタ、ベース、プレートＬ／Ｒ）：２セット 
 
  ２．施工手順 
   （１）ダクトのベースＡを墨出し線に沿ってパイプホルダーＡと一緒にビス止めを行ないます。 
      但し、ビス止めピッチは１ｍ以内とし、特にダクトのベース両端（端から約２５ｍｍ） 
      は必ずパイプホルダーと一緒にビス止めを行なって下さい。 

   （２）ジョイントカバーの各ベースにプレートＬＡ、ＲＡ、ＲＢを差し込みます。 
      注）プレートＬＢを差し込みますと、（６）でプレートＬＢに自在エルボ本体のフタが当たり 
        施工し難くなります。 

   （３）ジョイントカバーのベースＡをダクトのベースＡに差し込んでビスで固定します。 

   （３）自在エルボ本体のベースをジョイントカバーのベースのツバ部の下になる様にして、両側から 
      挟み込み、ジョイントカバーのベースＢをビスで固定します。（下図矢印） 
      尚、自在エルボ本体のベースはビス固定する必要はありません。 

   （４）ダクトのベースＢを墨出し線に沿ってジョイントカバーのベースＢに差し込み、 
      パイプホルダーＢと一緒にビス止めを行ないます。（下図矢印） 

   （５）パイプとエルボ継手を接続しパイプホルダーにはめ込みながら配管します。 

   （６）自在エルボ本体のフタをベースにはめ込みます。 

   （７）ジョイントカバーのベースＢにプレートＬＢを差し込みます。（下図矢印） 

   （８）各ダクトのフタをベースにはめ込みます。 

   （９）各ジョイントカバーのフタをベースにはめ込んで完了です。 
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